
国連をはじめとする国際機関は、気候変動対策や貧困、紛争、難民、人権、感染症など国際社会が直

面する様々な課題に取り組んでいます。国際機関の仕事＝人道支援というイメージが強いですが、求め

られる人材は他の分野にも及びます。専門分野で活躍する弁護士や医師、国際機関の組織を支える会

計・人事担当者、広報戦略を担う広報官やIT専門家など、民間企業出身の方も多く、理系・文系を問わ

ず、幅広い人材が必要とされています。

国際機関におけるインターンシップヘの参加

国際機関をキャリアの選択肢の一つとして考える場合に有益な方法の一つとして、国際機関のインタ ーンシップに参加する

という方法があります。主に大学院生（一部学部生も可）が対象ですが、社会人も含まれ、関心のある人に一定期間勤務体験を

してもらデインタ ーンシップ制度」を、多くの国際機関が設けています。

国際機関でのインタ ーンシップは、実際に働くことで、その機関の取り組んでいる問題についてよく知る機会になるほか、組

織文化の理解を深めたり、自身の経験や能力開発の機会となり得ます。社会人の方がインタ ーンとなる場合は、即戦力となり、

その期間に実績を残すことで、その後のチャンスがより広がることにも繋がります。

期間は、6週間～1年までと様々です。滞在費等の手当が支給される国際機関もあります。

国際機関の就職に興味があればぜひ参加を検討してみてください。

※国際機関の採用プロセスにおいては、インターン経験は直接的に「職務経験」としては通常認められませんのでさ注意ください。

IOMケニア国事務所 プログラムオフィサー インターンから、JPOとして働くまで

国際移住機関(IOM)ケニア国事務所 プログラムオフィサー 山口 香穂(2020年度JPO)

2018年に約3か月間、IOMケニア国事務所でインタ ーンをする機会に恵まれました。短い期間のなかでも、かな

り実践的な経験をしました。洪水被害を受けた方への非食料物資の配給事務や、人身取引反対世界デーのイベント

企画・運営に関わり、出張にも複数回同行させて頂きました。JPOとしての派遣先で、インタ ーンの時と同じIOMケニ

ア国事務所を希望し、現在も同じ事務所で働いています。インタ ーンの時に、様々なキャリアを持つ同僚と日々交流

したことで、将来設計のアイディアを得ることが出来、それが現在にも活きていると感じています。

． 

インターン時の上司と
IOM事務所にて

国連機関でインターン 自分の経験を通して、組織と現場を知る

WHOフィリピン事務所ダバオ支所の
スタッフと共に

国連人口基金(UNFPA)ニュ ー ヨ ーク本部 助産専門官 増田 智里(2020年度JPO)

大学院在籍中、WHOフィリピン国事務所で、5か月間のインタ ーンを経験しました。その間、資料や工

ビデンスをまとめ、保健省や医療従事者へのプレゼンテー ション実施や、研修の準備と実施など、政策作

成から実施まで幅広く経験させて頂きました。インターンの＿番の魅力は、組織の役割や、政府や関係機

関との働き方を知る事が出来ること、現場を通じ、その活動が誰のためのものか解ること、そして、その人

たちの人生や価値観を学べることです。インタ ーン中に築いた人脈も、人生の宝です。当時の上司は、今で

も私のメンターであり、生涯尊敬することの出来る、ロ ールモデルにも出会えました。




